
 夏の沖合い、飛込みたくなるようなきれいな海ですが、様々な生物が生息
し、サメとの遭遇率も上がります。サメは感覚器官が優れた魚で、聴覚で獲物
が数キロ以内にいることを察知し、臭覚で接近、獲物視認後“ロレンチーニ
瓶”という電磁波を感知する器官により獲物の正確な位置を把握して、最後
に触覚と味覚でエサかどうか確認する、といわれます。万一噛まれたら命に
もかかわるので、十分な対策が必要です。とはいえ、戦って勝てる相手では
ないので、サメに近づかれないようにしましょう。
①“パシャパシャ”音をたてて泳がない（弱った魚の音に聞こえる）。
    フィンを履いて優雅に泳ぎましょう。
②出血した状態で泳がない（ケガ・生理など。血の臭いを嗅ぎつけます）。
③キラキラした装飾品を付けない（小魚に見える）。
④モリ等で魚を突かない（魚の体液や血を嗅ぎつけます）。
⑤コマセ釣りの付近で泳がない。
⑥早朝や夕方は泳がない（サメの食事時間です）。
⑦なるべく複数で泳ぐ（群れることで警戒されます）。
 パドリング中のサーファーが襲われた事故が多く、
水中から見た姿が好物のアザラシに見えるのが原因
と言われます。海の生物の領域で泳ぐ時は、そこでの
食物連鎖に巻込まれる危険性があることを心得て、
サメの姿を見たら、すみやかに艇に上がりましょう。
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海遊び マナー守れば より楽し!!

海水浴客の悩みの1つ、クラゲ。秋谷周辺ではアンド
ンクラゲがよく見られ、管理事務所で応急手当を受ける
人も少なくありません。万一刺されたときの注意事項とし
て、①海水でよく洗い、冷やす②触手を素手で触らない
③アンドンクラゲは酢で消毒、カツオノエボシに酢はNG、
です。気をつけましょう。

シュモクザメ【メジロザメ科】
　体長3ｍほどになり、夏の伊豆沖では
50～100尾の大群で現れることも。ダイ
バーには大人気ですが、釣り人と海水
浴客には厄介者の代名詞のような存
在。ハンマーヘッドと呼ばれるように独
特のカナヅチ頭をしています。

海の生物ワンポイント海の生物ワンポイント

今月のギャラリー今月のギャラリー今月のギャラリー

指定管理者からのお知らせ指定管理者からのお知らせ指定管理者からのお知らせ
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故
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接触等 件０

件ガス欠 ０

件
主エンジ
ン停止 ０

アザラシに間違えられないように

日焼け・熱中症対策を

安全航行をいたしましょう!!安全航行をいたしましょう!!安全航行をいたしましょう!!

５５艇今月の出艇数
H23年6月16日～H23年7月15日

H23年6月16日～H23年7月15日
１１艇今月の夜間係留数

４艇保管場所空き状況
平成23年7月25日現在

●始業点検（ガソリン・主機・補機・船体・アンカー）

●常備品（人数分ライフジャケット・信号紅炎

・携帯電話・救命浮環・オール・ラジオ）

●湾内徐行・漁網避難航行・天候注意・

水上バイク注意・釣糸注意

【8月休日の潮回り】
  7日(日) 11：25満潮(140)　15：45干潮(123) 小
14日(日) 11：20干潮( 33 )　17：51満潮(188) 大
21日(日)   9：15満潮(147)　14：17干潮(109) 小
28日(日) 10：25干潮( 25 )　16：59満潮(191) 大

定番キス（写真右）、カワハギに加え、ホウボ
ウやアマダイが釣れております。珍しいとこ
ろではオオモンハタ(写真左）。サバは絶好
調、アジ・イワシも釣れてます。

A.テレビやラジオの天気予報は
地域全体の状況を紹介します。
　三浦半島の場合、東・南・西と
３方の海に囲まれているので、台
風など大荒れの場合を除き、通
常風波の場合はどこかが風裏に
なります。横須賀市ならば、東京
湾（東海岸）が荒れている時は、
秋谷（西海岸）は穏やかです。も
ちろん沖まで遠征すると強風と
波の影響を受けますが、沿岸部
に限っては凪で好条件となります
ので、キスやカワハギ釣りならば
OKです。
　予報が悪かったり、朝起きたと
きに風が強い場合、出船をあきら
める前に現地（秋谷船舶）にお
電話でお問い合わせください。

ト ピ ッ クス

今月のおすすめ釣魚今月のおすすめ釣魚

お問合せは 0120-560982 （コールアキヤに）

漁師さんの網に掛かったシュモクザメ 港内でも見られるアンドンクラゲ

こんにちは、横須賀市船舶保管施設等指定管理者の株式会社パワー・フォワード・アソシエイ
ションです。いよいよ夏本番、暑い日が続いております。出船中は日陰スペースが無く、海面の照り
返しも強いため、日焼け・熱中症対策は万全の体制でお願い致します。ご自身、またはご同乗者
に少しでも体調異変がありましたら、直ちに帰港し、休憩しましょう。一時係留もできますので、無
理をなさらぬ様お願い申し上げます。

Ｑ．東京湾が荒れているときは
     秋谷の海も荒れている？

サメに注意しましょう

こんな魚が釣れてます


